
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
ボ
ー
ナ
ス
日

家
族
が
俺
に

や
さ
し
い
日
）
（
賞
味
期
限

そ
ん
な
の
む
か
し
は

自
己
責
任) 

（
腹
時
計

壊
れ
て
い
る
か
ら

い
つ
も
鳴
る
）
（
退
職
後

昼
寝
の
し
過
ぎ
の

不
眠
症
）

書
を
提
出
し
た
。

提
出
に
あ
た
り
横
澤
副

議
長(

政
策
福
祉
担
当)

が
、
８
分
野

22

項
目
の

要
望
事
項
か
ら
次
の
２
つ

の
点
に
つ
い
て
要
望
趣
旨

を
強
調
し
た
。

◆
総
括
・
地
方
自
治

公
契
約
に
関
わ
る
要
望

は
、
数
年
来
の
課
題
で
あ

る
。
公
正
労
働
基
準
の
遵

守
と
労
働
環
境
整
備
に
引

き
続
き
努
め
て
ほ
し
い
。

◆
防
災
・
ま
ち
づ
く
り
・

交
通
・
運
輸
政
策

昨
年
度
発
生
し
た
豪
雪

に
よ
る
大
渋
滞
が
再
発
し

な
い
よ
う
除
雪
体
制
強

化
・
関
係
機
関
な
ど
と
の

連
携
強
化
・
情
報
発
信
の

強
化
等
の
対
応
を
進
め
て

ほ
し
い
。

磯
田
市
長
か
ら
は
、
所

感
が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、

特
に
昨
年
度
の
豪
雪
時
の

大
渋
滞
を
教
訓
に
、
国
・

県
・
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
と
市
が

連
携
し
、
道
路
除
雪
計
画

を
検
討
す
る
と
述
べ
ら
れ

た
。こ

の
他
の
要
望
事
項

は
、
《
総
括
・
地
方
自
治
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副
議
長
、
小
林
事
務
局
長

と
多
田
事
務
局
次
長
の
６

名
が
、
磯
田
市
長
に
要
望

午
前

10
時

30
分
に
矢

島
議
長
の
ほ
か
横
澤
副
議

長
、
火
山
副
議
長
、
松
野

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

出
し
、
物
理
的
破
壊
を

行
っ
て
か
ら
回
収
し
た
。

の
ぞ
み
の
家
の
活
動

は
、
９
月
の
地
協
委
員
会

前
ミ
ニ
講
演
で
説
明
さ
れ

た
が
、
中
越
地
協
事
務
局

の
回
収
は
初
め
て
で
あ
っ

た
。
パ
ソ
コ
ン
１
台
お
よ

そ
３
分
か
ら
５
分
で
解
体

さ
れ
、
物
理
的
破
壊
を
依

頼
主
が
確
認
し
、
解
体
証

明
書
が
発
効
さ
れ
る
。
こ

の
こ
と
が
社
会
貢
献
に
つ

な
が
る
。
是
非
、
利
用
し

て
ほ
し
い
。

い
者
支
援
を
行
っ
て
い
る

｢

の
ぞ
み
の
家｣

に
、
Ｐ
Ｃ

５
台
と
プ
リ
ン
タ
２
台
、

周
辺
機
器
等
を

11
月
22

日
に
回
収
を
依
頼
し
た
。

近
年
、
都
市
鉱
山
と
い

う
言
葉
を
聞
く
が
、
金
に

し
て
６
８
０
０
㌧(

独

行
・
物
質
・
材
料
研
究
機

構

08

・
１
・

11

発
表)

と
世
界
の
現
有
埋
蔵
量
の

約
16
％
に
相
当
す
る
。

当
日
は
２
名
が
来
所

し
、
手
際
よ
く
Ｐ
Ｃ
の

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
を
取
り

最
後
に
、
悠
遊
健
康
村

病
院
の
青
木
精
神
科
医
長

か
ら
、
研
修
会
を
通
じ
て

の
コ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
、

支
援
者
と
し
て
の
心
構
え

を
全
員
で
確
認
し
終
了
し

た
。連

合
中
越
地
協
事
務
局

は
、
不
要
パ
ソ
コ
ン(

以

下
Ｐ
Ｃ
）
等
を
回
収
し
、

解
体
・
分
別
後
、
レ
ア
メ

タ
ル
等
の
再
利
用
で
障
が

産
業
政
策
２
点
》
・
《
社

会
保
障
・
医
療
・
福
祉
政

策
３
点
》
、
《
男
女
平
等

政
策
２
点
》
、
《
環
境
・

食

料
・
農

業

政

策

２

点
》
、
《
防
災
・
ま
ち
づ

く
り
・
交
通
・
運
輸
政
策

２
点
》
、
《
子
育
て
・
教

育
政
策
４
点
》
を
提
出
し

た
。
長
岡
市
か
ら
は
、
要

望
書
に
対
し
て
後
日
文
書

で
回
答
を
受
け
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

回
答
後
、
政
策
福
祉
担

当
で
分
析
を
行
う
こ
と
と

す
る
。

援
ワ
ー
カ
ー
か
ら
「
大
人

の
発
達
障
害
と
若
者
の
就

労
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
が
行
わ
れ
た
。

第
二
部
で
は
４
団
体
か

ら
事
例
報
告
の
発
表
が
あ

り
、
そ
の
事
例
報
告
を
元

に
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
支
援
方
法
な
ど
の
意

見
を
出
し
合
っ
た
。

２
点
》
、
《
雇
用
・
労
働

政
策
３
点
》
、
《
経
済
・

新
潟
県
労

働
者
福
祉
協

議
会
が
主
催

す
る｢

全
て

の
県
民
が
生

き
づ
ら
さ
か

ら
脱
却
す
る

た
め
の
支
援

者
研
修
会｣

が
、
ア
オ
ー

レ
長
岡
市
民

協
働
ル
ー
ム

で

11
月

26

日(

土)

午
後

１

時

30

分

か
ら
開
催
さ

れ
た
。

今
回
は
昨
年
に
引
き
続

き
２
回
目
。
県
下
各
地
か

ら
総
勢

60
名
余
り
の
参

加
者
が
集
ま
り
、
活
発
な

討
議
が
行
わ
れ
た
。

第
一
部
の
基
調
講
演
は

講
師
と
し
て
、｢

障
が
い

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
こ
し
じ
」
の
足
立
支

連
合
中
越
地
協

８
分
野
22
項
目
に
つ
い
て
要
望
事
項
を
取
り
ま
と
め
る

第914号2016.12.11 
連合中越地域協議会

長岡市東蔵王2-2-68

TEL 0258-24-0515

FAX 0258-24-8930

発行人 矢島 良彦

定 価 １部１０円
購読料は会費に含む

連
合
中
越
地
協
は
、
11
月
17
日(

金)

に
磯
田
長

岡
市
長
を
訪
ね
、
17
年
度
長
岡
市
予
算
に
関
す
る

｢

市
政
要
望
書｣

を
矢
島
議
長
か
ら
磯
田
市
長
に
提

出
し
、
横
澤
副
議
長(

政
策
福
祉
担
当)

よ
り
要
望

事
項
を
説
明
し
た
。

全
て
の
県
民
が
生
き
づ
ら
さ
か
ら

脱
却
す
る
た
め
の
支
援
者
研
修
会

政
府
が
働
き
方
改
革
の
一
環

で
検
討
し
て
い
る
「
同
一
労
働

同
一
賃
金
」
は
、
企
業
に
と
っ

て
は
総
人
件
費
増
に
な
る
懸
念

を
強
め
て
お
り
、
経
済
界
か
ら

の
反
発
は
必
至
の
よ
う
だ
▼
す

き
家
を
運
営
す
る
ゼ
ン
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
場
合
、

店
長
に
は
転
勤
の
な
い
「
地
域

正
社
員
」
と
「
契
約
社
員
」
が

い
る
。
地
域
正
社
員
は
月
１
６

５
時
間
勤
務
で
年
収
は
３
５
０

万
ほ
ど
で
あ
る
の
に
対
し
、
契

約
社
員
の
時
給
は
９
０
０
円

で
、
月
１
０
０
時
間
勤
務
で
手

当
や
賞
与
も
支
給
さ
れ
年
収
は

１
６
０
万
円
程
度
と
な
る
。
こ

れ
を
時
給
に
換
算
す
る
と
、
地

域
正
社
員
は
１
８
０
０
円
位
に

対
し
て
契
約
社
員
は
１
３
０
０

円
位
と
な
る
▼
政
府
は
正
社
員

の
待
遇
を
引
き
下
げ
ず
に
非
正

規
社
員
の
処
遇
改
善
を
目
指
し

て
お
り
、
単
純
に
す
き
家
の
例

を
見
れ
ば
、
人
件
費
が
上
昇
し

て
し
ま
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す

る
世
界
で
戦
う
上
で
労
務
費
を

い
か
に
抑
え
る
か
は
最
大
の
課

題
と
も
言
え
る
▼
一
方
す
で
に

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
考

え
を
取
り
入
れ
て
い
る
企
業
も

あ
る
。
り
そ
な
銀
行
は
正
社

員
、
限
定
正
社
員
（
業
務
内
容

限
定
）
、
パ
ー
ト
の
３
つ
の
雇

用
区
分
で
共
通
の
職
務
等
級
制

度
を
適
用
し
、
同
じ
等
級
な
ら

時
給
換
算
で
の
基
本
給
も
同
じ

同
一
的
働
き
方
で
あ
る
。
ま

た
、
家
具
小
売
り
世
界
最
大
手

の
イ
ケ
ア
ジ
ャ
パ
ン
は
、
パ
ー

ト
従
業
員
を
正
社
員
へ
切
り
替

え
、
社
員
は
１
週
間
の
勤
務
時

間
を

12

～

24

時
間
、

25

～

38
時
間
。
フ
ル
タ
イ
ム
の

39

時
間
か
ら
選
べ
、
職
位
や
担
当

業
務
が
同
じ
な
ら
基
本
給
は
同

一
賃
金
と
な
る
▼
ア
ナ
リ
ス
ト

は
、
賃
金
だ
け
で
な
く
教
育
や

研
修
機
会
の
格
差
を
縮
め
る
こ

と
で
非
正
規
の
能
力
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
と
説
く
。
ま
た
、

同
じ
仕
事
だ
か
ら
同
じ
賃
金
と

い
う
考
え
方
も
重
要
だ
が
、
頑

張
れ
ば
賃
金
が
上
が
る
仕
組
み

の
方
が
、
よ
り
生
産
性
が
高
ま

る
の
は
必
至
で
、
企
業
の
制
度

構
築
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
政
府
の
ア
シ
ス
ト
は
視

点
を
変
え
る
べ
き
な
の
か
も
。

議長

矢島良彦≪№232≫

   東蔵王２

廃
棄
Ｐ
Ｃ
寄
贈

の
ぞ
み
の
家
が
回
収
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
出
張
か
ら

戻
っ
て
み
た
ら

寿
司
の
あ
と
）
（
ス
ト
レ
ス
を

た
た
き
つ
け
て
る

パ
ン
の
生
地
）
（
メ
タ
ボ
腹

太
っ
腹
と
の

腹
違
い
）
（
サ
ン
タ
に
も
「
不
況
は
あ
る
」
と
子
に
諭
し)
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連合中越加盟単組紹介
― 越後交通労働組合・栃尾支部―

４７

■鉄道からバスへ、転換と歴史

栃尾は1913年（大正2年）から1973年（昭和48年）の60年

間、『とってつ』と呼ばれ、沿線住民から親しまれ、長岡

を中心に長岡市東部を結ぶ軽

便鉄道でした。1973年以降

は、時代の流れと共に鉄道か

ら路線バスに転換されて現在

に至っています。その栃尾駅

は、現在でもバスターミナル

として歴史に継いで起点・終

点の地となっています。写真は当時の栃尾駅です。

■越後交通（株）栃尾営業所 栃尾支部

越後交通（株）栃尾営業所は従業員数28名、組合員は乗務

員17名と事務員3名の20名で結成している支部です。乗務

員不足・事務員不足が現実の中においても、日頃より支部

三役をはじめ組合員は家庭都合を顧みず、勤務および組合

活動に協力のもと取り組んでいます。

■栃尾支部のバス車両

年季の入った車両が多いですが、日産9台、日野5台、い

すゞ7台、合計21台で運行しております。また、平成28年9

月16日にふそう-AT車のノンステッ

プバス大型車が2台、当営業所に納

車されました。現在は、合計23台

で従事しています。

写真は納車された時の1枚です。

献血に
ご協力

お願いします

献血のお願い

毎年、年末年始を前にしたこの時期は、風邪の流行や悪天候、
学校・企業団体の長期休暇と重なり、献血の協力が得られにくく
なります。是非、皆さんのご協力をお願いします。

献血ルーム千秋
  住  所 長岡市千秋２丁目１０８７－１

       リバーサイド千秋 センタープラザ２階

  電話番号 ０１２０－０５６－３３９

  受付時間 ９：３０～１７：００（毎日、但し12/31、1/1を除く）

飲
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら

連合中越 TEL：0258-24-0515 FAX0258-24-8930

●無農薬・無化学肥料の長岡産コシヒカリ１００％

遠藤英一さんが EM 菌を活用して肥料作りを行い、農薬と化学肥

料を使わず、精魂込めて作り上げたコシヒカリを使用しています。

※EM 菌…酵母・乳酸菌、光合成細菌などを主体とする微生物資材

●酒造りは和楽互尊でおなじみの「池浦酒造株式会社」

創業は天保元年（1830 年）。良寛和尚終焉の地（旧和島村）にて、

品質本位の手作りを基本とした酒造りをしています。銘酒「和楽互尊」

は、互いに尊びあえば和やかで楽しという意味であり、酒造りを通じ

て広く世の中に平和を導こうという願いが込められています。

純米吟醸 「大 地のおくりもの 」 が美味しいワケ

①連合中越事務局にて受け取り

②配達を希望される方（長岡市内組合事務所迄）

FAX（０２５８-２４-８９３０）

１２／２１（水）


